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第 号まで

配信中

編 集 後 記
　元号が令和に変わり、全老健も30周年を迎え
た節目の今年、機関誌『老健』の誌面も大きく刷
新することになった。
　機関誌『老健』はこれまで毎年開催している全
国大会、3年に一度の介護報酬改定などの特集、
タイムリーなトピックスや個性のある全国の施設
の紹介など、さまざまな企画を読者にお伝えして
きた。創刊以来、歴代の執行部やこれまでの広報
情報委員会が制作に関わり、老健の理念を伝える
大きな役割を果たしてきた。
　機関誌『老健』は、外部委託の編集企画会社を
コンペティション（コンぺ）により選定する。過去
の委託会社もそのようにして決まってきた。複数
のコンペ参加業者が説明会の参加やプレゼンテー
ションなどを経て、会員の利益を第一に優先する
ために厳格な審査のもと、委託業者が決定される。
　この記事を執筆しているときはまだ最終決定に
至っていないが、皆さんの目に触れるときには次
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期の委託業者は決まっているはずである。いずれ
にしてもこのコンペは全国の会員施設に正しい情
報をいち早く伝える重要な役割を果たしてきた機
関誌の編集に関わるプロセスであり、それを委員
として決定するのは身が引き締まる思いである。
　全老健から会員への情報発信ツールは現在、紙
媒体である機関誌『老健』、介護白書、そして
FAX、HP、メールマガジンがある。情報伝達手
段としての紙媒体である機関誌の役割は大きく変
化している。残念ながら若い世代の紙媒体離れは
否定できない。今後は紙媒体中心ではなく、SNS
などの情報発信の多様化に向けることが重要であ
る。
　介護保険制度ができて20年を迎え、情報の重
要性がますます高まる中、来年度には、“新”機
関誌『老健』を皆さんにお見せすることを楽しみ
にしている。
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